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本
会
の
小
川
裕
己
・
地
方
財
政

委
員
長（
宇
部
市
議
会
議
長
）�
下

写
真
�
ら
地
方
六
団
体
代
表
は
８

月
２８
日
、
自
民
党
本
部
で
開
か
れ

た
総
務
部
会
関
係
合
同
会
議
に
出

席
。
明
年
度
予
算
編
成
に
向
け
、

地
方
交
付
税
の
確
保
な
ど
、
地
方

財
政
に
関
す
る
意
見
を
述
べ
た
。

こ
の
ほ
か
本
会
か
ら
は
、
基
地

協
議
会
会
長
の
松
尾
裕
幸
・
佐
世

保
市
議
会
議
長
、
副
会
長
の
吉
川

重
夫
・
綾
瀬
市
議
会
議
長
、
相
談

役
の
川
崎
順
二
・
小
松
市
議
会
議

長
が
出
席
し
た
。

地
方
側
か
ら
は
、
地
方
財
政
が

危
機
的
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
現

状
を
説
明
し
た
。
全
国
知
事
会
の

試
算
に
よ
る
と
今
後
、
地
方
の
税

源
不
足
が
更
に
拡
大
し
、
平
成
２３

年
度
に
は
７
・
８
兆
円
以
上
に
及

ぶ
と
言
及
。
こ
の
水
準
に
達
す
る

と
、
都
道
府
県
、
市
町
村
と
も
事

実
上
、
破
た
ん
に
追
い
込
ま
れ
て

い
る
状
態
と
い
え
る
。

そ
こ
で
地
方
側
は
、
税
収
の
地

域
間
格
差
が
小
さ
く
、
景
気
変
動

の
影
響
を
受
け
に
く
い
「
地
方
消

費
税
」の
充
実
を
求
め
た
。
ま
た
、

２１
年
度
の
地
方
交
付
税
が
、
対
前

年
度
比
６
０
０
０
億
円
減
と
試
算

さ
れ
て
い
る
結
果
を
受
け
、
増
額

支
援
を
国
会
議
員
へ
要
請
し
た
。

地
方
の
要
請
に
対
し
、
合
同
会

議
の
座
長
を
務
め
る
森
山
�
・
総

務
部
会
長
は
「
交
付
税
の
総
額
確

保
は
最
重
要
課
題
」
と
述
べ
、
地

方
の
主
張
に
理
解
を
示
し
た
。

森
山
部
会
長
は
、
鹿
児
島
市
議

会
議
員
を
７
期
、
同
議
長
を
５
期

に
わ
た
り
務
め
た
人
物
。
地
方
行

財
政
の
実
情
に
明
る
い
。
地
方
側

の
心
強
い
味
方
と
し
て
、
今
後
の

手
腕
に
期
待
し
た
い
。

藤
田
�
之
・
本
会
会
長
（
広
島

市
議
会
議
長
）
ら
地
方
六
団
体
代

表
は
９
月
５
日
、
総
務
省
で
開
か

れ
た
「
地
方
財
政
に
関
す
る
総
務

大
臣
・
地
方
六
団
体
会
合
」
に
出

席
し
、
増
田
寛
也
・
総
務
相
ら
と

意
見
交
換
し
た
。
主
な
議
題
は

「
平
成
２１
年
度
地
方
財
政
の
課
題

（
８
月
仮
試
算
）」「
安
心
実
現
の

た
め
の
緊
急
総
合
対
策
」
な
ど
。

総
務
省
の
地
方
財
政
収
支
仮
試

算
に
よ
る
と
、
２１
年
度
の
地
方
交

付
税
額
は
１４
兆
８
０
０
０
億
円
。

対
２０
年
度
比
で
マ
イ
ナ
ス
６
０
０

０
億
円
と
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、

会
合
の
場
で
は
地
方
側
か
ら
総
務

省
側
へ
、
厳
し
い
批
判
の
声
が
上

が
っ
た
。

こ
の
声
に
対
し
、
会
合
に
同
席

し
て
い
た
瀧
野
欣
彌
・
事
務
次
官

は
、
「
（
あ
く
ま
で
も
金
額
は
仮

試
算
で
あ
り
）
い
わ
ば
出
発
点
」

と
強
調
。
地
方
側
が
求
め
て
い
る

地
方
交
付
税
の
復
元
・
増
額
に
向

け
、
総
務
省
は
努
力
し
て
い
く
と

言
葉
を
続
け
た
。

ま
た
、
８
月
２９
日
に
政
府
が
決

定
し
た
緊
急
総
合
対
策
に
つ
い
て

も
、
財
政
措
置
に
対
し
、
地
方
側

か
ら
政
府
側
へ
釘
を
刺
す
声
が
相

次
い
だ
。
同
対
策
は
、
世
界
的
な

「
原
油
・
食
料
価
格
高
騰
」
「
生

活
関
連
物
資
の
価
格
上
昇
」
と
い

う
現
況
の
下
、
国
民
の
安
心
・
安

全
を
実
現
す
る
た
め
▽
生
活
者
の

不
安
解
消
▽
「
持
続
可
能
社
会
」

へ
の
変
革
加
速
▽
新
価
格
体
系
へ

の
移
行
と
成
長
力
強
化
―
―
を
目

指
す
も
の
。
対
策
の
具
体
例
と
し

て
、
所
得
税
・
住
民
税
の
特
別
減

税
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
地
方
税
で
あ
る
住
民

税
を
減
税
す
る
場
合
に
は
、
減
収

額
に
つ
い
て
補
填
措
置
を
講
じ
る

よ
う
求
め
た
。
合
わ
せ
て
、
地
方

負
担
が
生
じ
る
施
策
を
実
施
す
る

場
合
に
は
、
財
源
措
置
を
適
切
に

手
当
て
す
る
よ
う
求
め
た
。

な
お
、
地
方
六
団
体
は
当
日
、

「
緊
急
経
済
対
策
の
効
果
的
な
実

施
と
地
方
財
源
の
充
実
に
つ
い

て
」�
４
面
掲
載
�
を
発
表
し
た
。

全
国
市
議
会
旬
報
は
、
今

号
で
１
７
０
０
号
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昭
和

３６
年
７
月
５
日
の
創
刊
以
来

４７
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
皆

様
方
に
ご
愛
読
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
、
衷
心
よ
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

発
行
を
継
続
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
の
も
、
全
国
の
市
区

議
会
議
長
、
議
員
、
議
会
事

務
局
の
方
々
の
ご
支
援
の
賜

物
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
方
の
お

役
に
立
つ
情
報
提
供
を
目
指

し
、
紙
面
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
指
導
、

ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

旬
報
担
当
一
同

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1700号９月１５日平成20年
（2008年）

交交付付税税のの復復元元・・増増額額をを
総務相・六団体会合で要望

本本紙紙がが１１７７００００号号

六
団
体
が
自
民
総
務
部
会
で

地
方
消
費
税
の
充
実
要
望 藤田本会会長（右列奥）らが増田総務相と意見交換

（１） 平成２０年９月１５日 第１７００号
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近
年
の
世
界
的
な
穀
物
価
格
の

上
昇
は
、
中
国
等
の
新
興
国
の
経

済
成
長
に
伴
う
肉
類
の
消
費
増
加

の
影
響
が
大
き
い
。
牛
肉
を
１
�

生
産
す
る
た
め
に
は
穀
物
に
換
算

す
る
と
１１
�
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が

必
要
で
あ
り
、
豚
肉
１
�
で
は
７

�
と
大
量
の
穀
物
が
消
費
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
近
年
バ
イ
オ
燃
料
の
使

用
が
増
加
し
、
原
料
と
な
る
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
世
界
最
大
の
輸
出
国

で
あ
る
米
国
で
既
に
３
割
近
く
が

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
に
向
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
世
界
の
食
料
問
題

を
更
に
悪
化
さ
せ
て
い
る
。

米
国
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
エ
タ

ノ
ー
ル
を
生
産
す
る
理
由
と
し
て

は
�
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
国
で
調
達

す
る
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

障
�
食
料
生
産
の
地
盤
を
維
持
し

て
い
く
食
料
安
全
保
障
�
自
国
農

業
へ
の
補
助
金
を
制
限
す
る
Ｗ
Ｔ

Ｏ
ル
ー
ル
に
対
し
、
バ
イ
オ
エ
タ

ノ
ー
ル
は
食
料
で
は
な
い
た
め
補

助
が
で
き
る
―
―
と
い
っ
た
国
内

農
家
対
策
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
方
、
我
が
国
の
食
料
自
給
率

は
、
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
平
成
１８

年
３９
％
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る

が
、
要
因
と
し
て
は
米
の
消
費
減

少
を
主
と
し
た
食
の
変
容
が
挙
げ

ら
れ
る
。
米
の
消
費
が
４０
年
間
で

半
減
し
た
の
に
対
し
、
小
麦
・
肉

類
の
消
費
が
多
く
な
っ
た
こ
と
で

国
内
農
地
面
積
の
３
倍
以
上
の
１

２
４
５
�
分
の
小
麦
・
畜
産
物
等

を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。

米
は
我
が
国
に
お
い
て
自
給
が

可
能
な
数
少
な
い
食
物
で
あ
る

が
、
常
に
過
剰
生
産
の
た
め
生
産

調
整
が
必
要
で
あ
る
。
近
年
は
減

反
以
外
に
麦
・
大
豆
等
に
転
作
を

勧
め
て
お
り
、
さ
ら
に
米
粉
の
需

要
促
進
・
稲
全
体
を
含
め
た
飼
料

用
米
な
ど
、
水
田
と
米
の
新
た
な

利
用
方
法
を
開
拓
し
て
い
る
。

ま
た
、
食
料
を
輸
入
し
て
い
る

一
方
、
減
反
・
休
耕
田
が
増
加
し

て
い
る
と
い
う
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解

消
し
、
食
料
自
給
率
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
現
在
農
地
政
策
改
革
が

検
討
さ
れ
て
お
り
、
農
地
の
賃
貸

を
容
易
に
す
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
稲
作
の
大
規
模
化
や
企
業
の

進
出
な
ど
を
促
進
し
、
地
方
の
財

産
で
あ
る
水
田
の
有
効
利
用
の
方

策
が
協
議
さ
れ
て
い
る
。

世
界
で
は
、
燃
油
価
格
の
高
騰

に
伴
い
、
肥
料
、
飼
料
等
の
価
格

が
高
騰
し
、
製
品
を
大
き
く
動
か

し
て
利
益
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が

次
第
に
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
地
域
が
そ
の
地
域
の
資
源
を

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
が

よ
り
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

地
域
資
源
で
あ
る
米
を
も
っ
と
多

面
的
に
利
用
す
る
こ
と
や
、
地
産

地
消
の
推
進
が
我
が
国
の
食
料
安

全
保
障
に
も
直
結
し
、
地
域
の
振

興
に
も
つ
な
が
る
。
地
域
の
学
校

給
食
で
の
米
飯
・
米
粉
利
用
な
ど

を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

我
が
国
の
中
小
企
業
の
状
況
は

平
成
１８
年
以
降
、
特
に
小
規
模
企

業
を
中
心
に
景
況
感
が
非
常
に
悪

化
し
て
お
り
、
倒
産
件
数
も
増
加

傾
向
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
中
小
企

業
全
体
の
数
も
減
少
傾
向
で
、
開

業
率
は
５
・
１
％
で
廃
業
率
を
下

回
り
、
企
業
の
総
数
は
１６
年
の
４

３
３
万
社
か
ら
１８
年
時
点
で
４
２

０
万
社
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
５

月
２３
日
に
「
中
小
企
業
者
と
農
林

漁
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
事
業
活

動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
（
以

下
「
農
商
工
連
携
促
進
法
」
）
が

公
布
さ
れ
、
農
林
水
産
業
・
商
業

・
工
業
等
の
産
業
間
を
越
え
た
連

携
促
進
に
よ
り
地
域
経
済
の
活
性

化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

具
体
的
な
支
援
と
し
て
、
ま
ず

全
国
に
３
１
６
カ
所
の
地
域
力
連

携
拠
点
を
設
け
、
中
小
企
業
者
・

農
林
漁
業
者
の
出
会
い
の
場
と
相

談
窓
口
と
す
る
。
さ
ら
に
事
業
計

画
を
作
成
す
る
段
階
で
は
全
国
１０

カ
所
の
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
事
務
局

で
支
援
を
行
う
。
事
業
計
画
の
認

定
後
に
は
、
技
術
指
導
・
販
路
開

拓
な
ど
に
専
門
家
が
協
力
す
る
。

加
え
て
無
利
子
資
金
・
債
務
保
証

・
設
備
投
資
減
税
な
ど
の
金
融
面

で
の
支
援
を
準
備
し
て
い
る
。

農
商
工
等
連
携
の
一
例
と
し

て
、
北
海
道
江
別
市
の
「
江
別
小

麦
め
ん
」
が
あ
る
。
栽
培
が
難
し

い
品
種
の
小
麦
「
ハ
ル
ユ
タ
カ
」

を
、
農
家
の
工
夫
に
よ
り
生
産
を

安
定
さ
せ
、
地
元
の
製
粉
業
者
が

ハ
ル
ユ
タ
カ
だ
け
を
使
っ
た
小
麦

粉
を
製
造
。
そ
れ
を
地
元
の
製
麺

業
者
が
加
工
し
、
地
元
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
全
国
に
幅
広
く
販
売
を
行

っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
年
間
２
６

０
万
食
、
３
年
間
で
２８
億
円
の
経

済
波
及
効
果
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
地
域
の
農
商
工
業

が
連
携
し
た
新
事
業
の
各
段
階

に
、
本
法
律
が
活
用
さ
れ
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
。

こ
の
新
施
策
を
全
国
に
普
及
す

る
た
め
、
江
別
市
等
の
活
動
を
先

進
的
事
例
と
し
て
、
農
商
工
等
連

携
８８
選
と
名
付
け
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
な
う
と
と
も
に
、
農
商
工
連
携

サ
ミ
ッ
ト
等
を
開
催
し
、
政
府
、

農
商
工
事
業
者
、
商
工
業
・
農
林

漁
業
関
係
団
体
等
に
対
し
施
策
の

重
要
性
等
を
広
く
訴
え
啓
発
活
動

に
努
め
て
い
る
。

な
お
、農
商
工
連
携
促
進
法
は
、

既
存
の
新
事
業
活
用
促
進
法
や
地

域
資
源
法
な
ど
と
範
囲
が
重
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
利
用
者
が
ハ

ン
ズ
オ
ン
支
援
事
務
局
と
相
談
の

う
え
、
ど
の
枠
組
み
が
一
番
適
し

て
い
る
の
か
を
段
階
に
よ
り
選
択

し
て
い
く
よ
う
な
運
用
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

現
在
こ
の
農
商
工
連
携
の
進
め

方
に
つ
い
て
、
事
業
認
定
の
も
と

と
な
る
基
本
方
針
を
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
に
か
け
て
お
り
、
経
済

産
業
省
及
び
農
林
水
産
省
の
審
議

が
８
月
上
旬
を
目
途
に
行
わ
れ
る

予
定
で
あ
る
。
基
本
方
針
作
成

後
、
９
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
農
商

工
連
携
促
進
法
の
第
１
回
の
事
業

計
画
認
定
、
そ
れ
を
受
け
た
事
業

認
定
者
へ
の
支
援
項
目
の
応
募
開

始
を
予
定
し
て
お
り
、
各
地
方
の

多
く
の
方
々
に
活
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

（
要
約
・
産
業
経
済
委
員
会
担
当
）

引
き
続
き
３
面
で
は
、
社
会
文

教
委
員
会
の
講
演
要
旨
を
掲
載
し

ま
す
。

前
号
に
引
き
続
き
、
７
月
中
旬
以
降
に
開
か
れ
た
本
会
各
委
員
会

に
お
け
る
講
演
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

本会

各各
委委
員員
会会
でで
のの
講講
演演
要要
旨旨
�４�

産
業
経
済
委
員
会

世
界
の
食
料
事
情
と

我
が
国
の
食
料
安
全
保
障

農
林
水
産
省
大
臣
官
房

企
画
評
価
課
長

坂

井

眞

樹

氏

農
商
工
等
連
携
促
進
法
の
成
立
に
伴
う

２０
年
度
関
連
施
策
の
具
体
的
内
容
と
留
意
点

中
小
企
業
庁
経
営
支
援
部

新
事
業
促
進
課
長

本

橋

克

広

氏
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１
�
安
心
と
希
望
の
医
療
確
保
ビ

ジ
ョ
ン

舛
添
厚
生
労
働
大
臣
主
導
の
も

と
、
６
月
１８
日
に
「
安
心
と
希
望

の
医
療
確
保
ビ
ジ
ョ
ン
」を
作
成
。

地
域
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
第
一
と

し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
改
革

努
力
を
怠
ら
な
い
こ
と
を
ビ
ジ
ョ

ン
の
原
則
と
し
た
。
ま
た
、
夜
間

・
救
急
の
不
適
切
利
用
を
控
え
る

な
ど
、
「
み
ん
な
で
医
療
を
支
え

る
こ
と
」
を
必
要
と
し
た
。

２
�
具
体
的
な
政
策
〜
三
本
柱
〜

�
医
療
従
事
者
等
の
数
と
役
割

従
前
の
医
師
数
抑
制
策
を
改
め

る
が
、
増
加
に
は
年
数
を
要
す

る
。
現
在
の
医
師
不
足
を
ど
う

す
る
か
の
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
、

勤
務
医
を
退
職
に
導
く
厳
し
い
労

働
環
境
を
改
善
す
る
。
夜
間
か
ら

の
連
続
３６
時
間
勤
務
は
厳
し
い
。

子
ど
も
が
い
る
女
性
医
師
に
は
正

規
職
員
と
し
て
短
時
間
勤
務
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
。
ま
た
、
医
師

不
足
が
顕
著
な
産
科
・
小
児
科
に

勤
務
し
た
く
な
る
よ
う
な
方
策
、

看
護
師
や
医
療
事
務
職
な
ど
と
の

役
割
分
担
も
進
め
る
。

�
地
域
で
支
え
る
医
療
の
推
進

例
え
ば
、
救
急
度
合
の
判
断
・

振
り
分
け
（
ト
リ
ア
ー
ジ
）
を
進

め
、
住
民
の
理
解
の
も
と
、
軽
症

で
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
利
用
を

避
け
、
地
域
医
療
を
支
え
る
。

�
医
療
従
事
者
と
患
者
・
家
族
の

協
働
の
推
進

兵
庫
の
県
立
柏
原
病
院
で
は
過

重
労
働
で
小
児
科
が
休
止
寸
前
に

な
っ
た
が
、
市
民
同
士
が
不
適
切

受
診
を
控
え
る
よ
う
協
力
し
、
医

師
が
増
加
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

３
�
５
つ
の
安
心
プ
ラ
ン

７
月
２９
日
に
「
社
会
保
障
の
機

能
強
化
の
た
め
の
緊
急
対
策
」
、

通
称
「
５
つ
の
安
心
プ
ラ
ン
」
が

発
表
さ
れ
、
そ
の
一
つ
に
「
健
康

に
心
配
が
あ
れ
ば
、
誰
も
が
医
療

を
受
け
ら
れ
る
社
会
」
が
掲
げ
ら

れ
た
。

�
救
急
医
療
対
策

夜
間
・
休
日
の
救
急
医
療
を
担

う
医
師
に
、
手
当
の
支
給
な
ど
財

政
的
な
支
援
を
行
う
。
他
に
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
配
備
増
、
ト
リ
ア

ー
ジ
の
養
成
等
を
行
う
。

�
産
科
・
小
児
科
対
策

救
急
と
同
様
、
診
療
報
酬
以
外

で
も
考
慮
す
る
。
ま
た
、
助
産
師

の
活
用
を
図
る
。

�
医
師
養
成
数
対
策

単
な
る
医
師
数
の
増
加
で
は
な

く
、地
域
の
医
師
を
増
加
さ
せ
る
。

�
勤
務
医
の
過
重
労
働
対
策

交
代
勤
務
制
・
短
時
間
正
規
雇

用
を
財
政
的
に
支
援
す
る
。

�
医
師
派
遣
対
策

臨
床
研
修
制
度
を
見
直
し
、
地

域
に
貢
献
す
る
病
院
に
積
極
的
に

研
修
医
を
集
ま
り
や
す
く
す
る
。

ま
た
、
へ
き
地
に
派
遣
さ
れ
る
医

師
の
手
当
へ
の
支
援
を
行
う
。

１
�
医
療
費
の
動
向
と
７５
歳
以
上

高
齢
者
の
増
大

医
療
費
は
、
昭
和
６０
年
度
１６
兆

円
（
う
ち
老
人
医
療
費
の
割
合
２５

％
）
、
平
成
１７
年
度
３３
兆
円
（
同

３５
％
）
。
医
療
費
の
伸
び
は
、
国

民
所
得
の
伸
び
を
上
回
る
。

２
０
０
４
年
の
７５
歳
以
上
の
高

齢
者
の
割
合
は
約
１
割
。
２
０
３

０
年
に
は
５
人
に
１
人
、
２
０
５

５
年
に
は
４
人
に
１
人
と
な
る
。

２
�
今
後
の
高
齢
者
医
療
費
増
加

へ
の
対
応

従
来
の
老
人
保
健
（
老
健
）
制

度
で
は
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

や
被
用
者
保
険
か
ら
の
拠
出
金
が

充
て
ら
れ
、
保
険
料
の
取
扱
い
が

不
明
確
。
ま
た
、
財
政
・
運
営
責

任
も
不
明
確
で
あ
っ
た
。

な
お
、
医
療
費
の
内
訳
は
生
活

習
慣
病
が
３
割
を
占
め
る
。

以
上
か
ら
、
「
費
用
負
担
の
透

明
性
と
財
政
責
任
の
明
確
化
」
と

「
医
療
費
の
適
正
化
の
推
進
」
を

両
輪
と
し
、
新
た
な
高
齢
者
医
療

制
度
を
創
設
し
た
。

７５
歳
以
上
は
、
長
寿
（
後
期
高

齢
者
）
医
療
制
度
を
創
設
。
７５
歳

以
上
の
負
担
を
国
民
全
体
で
支
え

る
仕
組
み
で
あ
る
。

６５
〜
７４
歳
は
、
８３
％
が
国
保
に

加
入
し
て
い
る
。
国
保
財
政
が
非

常
に
厳
し
い
こ
と
か
ら
、
保
険
者

間
で
不
均
衡
を
調
整
す
る
仕
組
み

と
し
て
い
る
。

３
�
長
寿
医
療
制
度
の
運
営
の
仕

組
み老

健
制
度
か
ら
の
主
な
変
更
点

は
３
点
。

�
保
険
者
を
都
道
府
県
単
位
の
広

域
連
合
に
一
元
化
し
、
財
政
・
運

営
責
任
を
明
確
化
し
た
。

�
５
対
４
対
１
の
負
担
割
合
を
法

律
的
に
明
確
化
し
た
。
５
割
を
公

費
、
４
割
を
若
年
世
代
・
各
医
療

保
険
か
ら
、
残
り
１
割
を
高
齢
者

の
負
担
と
し
た
。
１
割
負
担
は
老

健
制
度
と
同
じ
。

�
高
齢
者
が
保
険
料
を
共
通
ル
ー

ル
で
支
払
う
こ
と
と
し
た
。
従
来

の
国
保
に
お
け
る
最
大
５
倍
の
保

険
料
格
差
を
２
倍
に
縮
小
し
た
。

他
に
、
保
険
料
納
付
の
手
間
、

行
政
の
徴
収
コ
ス
ト
を
省
く
た

め
、
年
金
か
ら
保
険
料
を
徴
収
す

る
こ
と
と
し
た
。

４
�
負
担
の
軽
減
等
に
つ
い
て

様
々
な
批
判
を
受
け
た
た
め
、

６
月
１２
日
に
政
府
・
与
党
に
よ
り

改
善
策
と
し
て
「
高
齢
者
医
療
の

円
滑
な
運
営
の
た
め
の
負
担
の
軽

減
等
に
つ
い
て
」
が
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
。

改
善
策
の
保
険
料
の
負
担
軽
減
は

２
点
。

�
均
等
割
負
担
の
軽
減

均
等
割
は
被
保
険
者
全
員
が
負

担
。
制
度
開
始
当
初
は
、
所
得
に

応
じ
２
割
、
５
割
、
７
割
の
負
担

軽
減
策
を
講
じ
て
い
た
。
改
善
策

で
は
、
７
割
軽
減
者
の
う
ち
、
年

金
収
入
が
８０
万
円
以
下
の
者
は
９

割
軽
減
と
し
た
。

�
所
得
割
負
担
の
軽
減

年
金
収
入
が
１
５
３
万
円
か
ら

２
１
０
万
円
の
者
は
、
当
初
負
担

額
の
５０
％
程
度
を
２１
年
度
か
ら
軽

減
す
る
。
今
年
度
は
、
経
過
的
措

置
を
講
じ
る
。

そ
の
他
、
最
も
批
判
を
受
け
た

年
金
か
ら
の
保
険
料
徴
収
に
つ
い

て
は
、
条
件
付
き
で
口
座
振
替
に

よ
る
納
付
を
可
能
と
し
た
。

５
�
今
後
に
つ
い
て

国
の
責
任
に
お
い
て
２１
年
度
予

算
に
つ
い
て
適
切
に
対
処
す
る
。

制
度
の
基
本
線
は
維
持
し
な
が

ら
、
適
宜
見
直
し
、
適
切
な
医
療

制
度
と
し
て
い
く
。

（
要
約
・
社
会
文
教
委
員
会
担
当
）

本会

各各
委委
員員
会会
でで
のの
講講
演演
要要
旨旨
�５・終�

社
会
文
教
委
員
会

安
心
と
希
望
の
医
療
確
保
ビ
ジ
ョ
ン

厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
企
画
官

間

隆
一
郎

氏

新
し
い
高
齢
者
医
療
制
度

厚
生
労
働
省
保
険
局
総
務
課

高
齢
者
医
療
企
画
室
長

吉
岡
て
つ
を
氏

８
月
２５
日
付
第
１
６
９
８
号
か

ら
連
載
し
て
き
ま
し
た
本
会
委
員

会
の
講
演
要
旨
は
、
今
号
の
掲
載

を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
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我
が
国
の
経
済
、
国
民
生
活
の

不
安
が
高
ま
る
中
、
効
果
的
な
経

済
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
現
下
の
地
方
財
政
は
危
機
的

な
状
況
で
あ
り
、
国
と
地
方
が
一

体
と
な
っ
て
進
め
る
対
策
に
つ
い

て
、
地
方
が
財
政
的
な
制
約

か
ら
事
業
を
実
施
で
き
ず
実

効
が
上
が
ら
な
い
こ
と
も
危

惧
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
た
び
示
さ
れ
た
地

方
財
政
収
支
の
仮
試
算
で
は
、
来

年
度
の
地
方
交
付
税
は
６
千
億
円

の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
試
算
は
深
刻
な
財
政
状

況
下
に
あ
る
地
方
と
し
て
は
到
底

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
地
方
の
財

政
需
要
を
適
切
に
反
映
し
た
も
の

と
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
道
路
特
定
財
源
の
見

直
し
に
当
た
っ
て
は
、
危
機
的
な

地
方
の
財
政
状
況
や
、
地
方
で
は

一
般
財
源
を
注
ぎ
込
ん
で
道
路
整

備
を
行
っ
て
い
る
現
状
か
ら
も
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
額
を「
地
方
枠
」

と
し
て
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
我
々

は
、
特
に
次
の
事
項
に
つ
い
て
強

く
求
め
る
。

１
�
緊
急
経
済
対
策
の
効
果
的
な

実
施

緊
急
経
済
対
策
の
実
施
に
当
た

っ
て
は
、
地
方
負
担
を
伴
う
政
策

に
つ
い
て
は
、
確
実
な
財
源
措
置

を
適
切
に
行
う
こ
と
。
地
方
税
に

お
い
て
も
減
税
を
実
施
す
る
場
合

は
、
確
実
な
財
源
補
填
措
置
を
行

う
こ
と
。

２
�
平
成
２１
年
度
予
算
に
お
け
る

地
方
交
付
税
の
復
元
・
増
額

近
年
の
地
方
交
付
税
の
大
幅
な

削
減
や
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増

大
等
に
よ
る
厳
し
い
地
方
財
政
の

現
状
を
直
視
し
、
社
会
保
障
関
係

経
費
の
増
大
や
地
方
の
実
情
に
即

し
た
地
域
再
生
の
取
り
組
み
な
ど

地
方
に
お
け
る
必
要
な
歳
出
を
適

切
に
反
映
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

方
交
付
税
の
復
元
・
増
額
を
図
る

こ
と
。

３
�
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源

化
に
伴
う
「
地
方
枠
」
の
確
保

道
路
特
定
財
源
の
一
般

財
源
化
に
当
た
っ
て
は
、

国
税
・
地
方
税
を
合
わ
せ

た
５
・
４
兆
円
の
う
ち
、

地
方
の
道
路
整
備
財
源
と
な
っ
て

い
る
３
・
４
兆
円
以
上
の
額
を

「
地
方
枠
」
と
し
て
確
保
す
る
こ

と
。

平
成
２０
年
９
月
５
日

地
方
六
団
体

全
国
市
議
会
議
長
会
の
平
成
２０

年
度
豪
州
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

都
市
行
政
調
査
団
、
米
国
・
カ
ナ

ダ
都
市
行
政
調
査
団
、
第
３０
次
中

国
友
好
訪
問
団
の
一
行
は
、
１０
月

初
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
順
次
、

目
的
地
へ
向
け
出
発
す
る
。

調
査
団
・
訪
問
団
は
各
国
の
市

議
会
、
関
係
機
関
や
施
設
な
ど
を

公
式
訪
問
し
、
地
方
自
治
体
レ
ベ

ル
で
の
国
際
交
流
を
図
る
ほ
か
、

地
方
自
治
制
度
や
市
議
会
の
実
情

等
を
調
査
す
る
。

ま
た
、
「
都
市
環
境
整
備
」「
中

心
市
街
地
活
性
化
」
「
自
然
環
境

保
護
・
環
境
教
育
」
な
ど
、
あ
ら

か
じ
め
定
め
た
テ
ー
マ
に
基
づ

き
、
各
都
市
の
特
色
あ
る
施
策
に

つ
い
て
調
査
も
行
う
。

日
程
と
主
な
訪
問
先
（
予
定
）

等
は
次
の
と
お
り
。

【
豪
州
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
都

市
行
政
調
査
団
】

▽
調
査
期
間
�
平
成
２０
年
１０
月
８

日
（
水
）
〜
１０
月
１６
日
（
木
）

▽
参
加
人
数
�
１０
市
１３
人

（
団
長
�
奈
良
祥
孝
・
青
森
市

議
会
議
員
）

▽
主
な
訪
問
先
�
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
（
サ
ザ
ラ
ン
ド
市
議
会
、
ポ

ー
ト
フ
ィ
リ
ッ
プ
市
議
会
）
・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
議
会
）

【
米
国
・
カ
ナ
ダ
都
市
行
政
調
査

団
】

▽
調
査
期
間
�
平
成
２０
年
１０
月
１５

日
（
水
）
〜
１０
月
２３
日
（
木
）

▽
参
加
人
数
�
１５
市
１９
人

（
団
長
�
多
田
勲
・
小
矢
部
市

議
会
議
員
）

▽
主
な
訪
問
先
�
ア
メ
リ
カ
（
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
議
会
、
レ

イ
ク
ウ
ッ
ド
市
議
会
）
・
カ
ナ

ダ
（
ビ
ク
ト
リ
ア
市
議
会
）

【
中
国
友
好
訪
問
団
】

▽
調
査
期
間
�
平
成
２０
年
１０
月
１６

日
（
木
）
〜
１０
月
２３
日
（
木
）

▽
参
加
人
数
�
５
市
７
人

（
団
長
�
高
田
隼
水
・
砺
波
市

議
会
議
員
）

▽
主
な
訪
問
先
�
中
国
（
全
国
人

民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
、
北

京
市
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員

会
、
瀋
陽
市
人
民
代
表
大
会
常

務
委
員
会
、
上
海
市
人
民
代
表

大
会
常
務
委
員
会
）

▼
議
長

▽
奈
良

橋
本
和
信（
６
・
２６
）

▽
河
内
長
野

竹
田
昌
史（
６
・
２７
）

▽
西
宮

川
畑
和
人（
６
・
２７
）

▽
米
子

中
村
昌
哲（
６
・
２７
）

▽
富
士

前
島
貞
一（
６
・
３０
）

▽
宇
和
島

泉

雄
二（
６
・
３０
）

▽
松
山

菊
池
伸
英（
７
・
１
）

▽
飛
�

天
木
幸
男（
７
・
４
）

▽
尼
崎

塚
田

晃（
７
・
９
）

▽
甲
州

桐
原
正
仁（
７
・
２４
）

▽
大
月

杉
本
東
洋（
７
・
２８
）

▽
加
古
川

大
西
健
一（
７
・
２９
）

▽
野
田

藤
井

正（
７
・
３１
）

▽
千
曲

中
村
直
行（
８
・
１
）

▽
羽
咋

本
吉
基
彦（
８
・
４
）

▽
さ
ぬ
き

大
山
博
道（
８
・
４
）

▽
刈
谷

大
長
雅
美（
８
・
６
）

▽
厚
木

石
井
恒
雄（
８
・
８
）

▽
長
浜

茂
森
伍
朗（
８
・
８
）

▽
淡
路

池
本
道
治（
８
・
１１
）

▼
副
議
長

▽
河
内
長
野

桂

聖（
６
・
２７
）

▽
西
宮

喜
田
侑
敬（
６
・
２７
）

▽
奈
良

奥
田
正
治（
６
・
２７
）

▽
米
子

中
田
利
幸（
６
・
２７
）

▽
宇
都
宮

浅
川
信
明（
６
・
３０
）

▽
富
士

味
岡
哲
男（
６
・
３０
）

▽
宇
和
島

山
内
秀
樹（
６
・
３０
）

▽
松
山

寺
井
克
之（
７
・
１
）

▽
壱
岐

倉
元
強
弘（
７
・
４
）

▽
鹿
沼

船
生
哲
夫（
７
・
８
）

▽
尼
崎

松
村
ヤ
ス
子（
７
・
９
）

▽
北
杜

浅
川
富
士
夫（
７
・
１４
）

▽
甲
州

曽
根
益
彦（
７
・
２４
）

▽
大
月

後
藤
慶
家（
７
・
２８
）

▽
加
古
川

堀

充
至（
７
・
２９
）

▽
あ
き
る
野
青
木

豊（
７
・
３１
）

▽
野
田

中
村
利
久（
７
・
３１
）

▽
千
曲

宮
下
静
雄（
８
・
１
）

▽
さ
ぬ
き

網
野
政
芳（
８
・
４
）

▽
刈
谷

神
谷
昌
宏（
８
・
６
）

▽
越
前

北
野
光
夫（
８
・
８
）

▽
厚
木

田
上
祥
子（
８
・
８
）

▽
長
浜

北
川

薫（
８
・
８
）

▽
淡
路

蓮
池
久
志（
８
・
１１
）

▼
事
務
局
長

▽
越
前

齊
藤

隆（
４
・
１
）

▽
伊
丹

佐
久
良

實（
６
・
３０
）

議

会

人

事

緊緊
急急
経経
済済
対対
策策
のの
効効
果果
的的
なな
実実
施施
とと

地地
方方
財財
源源
のの
充充
実実
にに
つつ
いい
てて（（
全全
文文
））
六団体
声 明

豪豪州州・・ニニュューージジーー
ラランンドド 調 査 団

米米国国・・カカナナダダ調査団
中中国国訪問団が出発
各国の市議会な

ど訪問―本会
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